
◎介護予防健診が始まっています。

問い合わせ　介護福祉課　介護予防認定係
　　☎65-0697・0699　℻63-4085
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「
50
m
走
、
パ
パ
は
僕
よ
り
速
か
っ
た
」

　

「
運
動
す
る
小
学
生
、
親
世
代
よ
り
激
減
（
男

子
５
割
／
女
子
３
割
）」
こ
れ
ら
は
昨
年
体
育

の
日
の
新
聞
の
見
出
し
で
す
。
現
代
の
子
ど
も

の
体
力
は
親
が
子
ど
も
の
時
に
比
べ
劣
っ
て
い

る
と
い
う
指
摘
で
す
。
特
に
走
る
、
投
げ
る
な

ど
の
基
礎
的
な
力
が
弱
ま
り
、
椅
子
に
き
ち
ん

と
座
れ
な
い
、
靴
ひ
も
が
き
ち
ん
と
結
べ
な

い
、
ス
キ
ッ
プ
が
で
き
な
い
な
ど
、
身
体
を
思

い
通
り
に
動
か
せ
な
い
子
ど
も
が
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
転
倒
し
て
も
手
を
つ
か
ず
顔
面
を

ぶ
つ
け
て
し
ま
う
な
ど
危
険
を
回
避
で
き
ず
、

ケ
ガ
や
事
故
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
身
長
や
体
重
は
確
実
に
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
身
体
に
見
合
っ

た
機
能
が
発
達
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

最
近
の
文
部
科
学
省
の
新
体
力
テ
ス
ト
結
果

で
、
点
数
化
さ
れ
た
合
計
点
を
運
動
実
施
率
で

見
る
と
、
ど
の
年
代
に
お
い
て
も
運
動
実
施
率

が
高
い
ほ
ど
合
計
点
も
高
く
、
運
動
を
継
続
し

て
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
体
力
向
上
に
大
き
く

影
響
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
週
１
日
以
上
お
よ
び
週
１
日
未
満
で
比
較

し
た
結
果
で
は
男
女
と
も
週
１
回
以
上
の
子
ど

も
が
全
て
の
種
目
で
高
い
得
点
を
示
し
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
運
動
を
継
続
す
る
と
、
そ
の
特

定
の
体
力
が
向
上
す
る
の
で
は
な
く
、
全
体
的

に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
体
力
の
向
上
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
運
動
を
習
慣

づ
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
肥
満
や
将
来
の

生
活
習
慣
病
防
止
に
つ
な
が
り
、
健
康
的
な
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
ま
す
。

　

今
一
度
、
運
動
の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

や
地
域
ク
ラ
ブ
は
、
子
ど
も
の
体
力
向
上
を
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

気
に
な
り
ま
す
！

子
ど
も
の
体
力
低
下

【甲賀市基本チェックリスト】
  について

　高齢期の健康づくりには、これまでの生活習慣病予防
に加え、生活機能（日常生活を維持していくための心身
の能力）の低下を防ぐため、介護予防に取り組む必要が
あります。
　そこで、今回は65歳以上の方を対象に実施している介
護予防健診での生活機能に関するチェックリスト【甲賀
市基本チェックリスト】について説明します。（右図参照）
　生活機能の低下が考えられるチェック欄に、それぞれ
該当する「はい」または「いいえ」のチェックがある方は、
それぞれの内容の生活機能の低下が起こっていることが
考えられます。要支援・要介護状態にならないよう介護
予防に取り組むとともに、地域包括支援センター（☎86
－8033）やかかりつけ医にも相談し、これからもいきい
きとした生活を送りましょう。

 １～５ 生活機能全般を調べます。 No.1～５は「いいえ」

 
６～10 運動器の機能を調べます。

 No.6～８は「いいえ」
  No.9～10は「はい」

11～12 必要な栄養をとれているかどうかを調べます。 No.11～12は「はい」

13～15 口腔内の状態を調べます。 No.13～15は「はい」

16～17 閉じこもり気味かどうかを調べます。 
No.16は「いいえ」

  No.17は「はい」

18～20 物忘れの可能性がないかどうかを調べます。
 No.18と20は「はい」

  
No.19は「いいえ」26～30 脳の老化度について調べます。

21～25 うつ病の可能性がないかどうかを調べます。 No.21～25は「はい」

No. 内　　　容 生活機能の低下が
考えられるチェック
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